
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
                                     

 

副園長  蟹  知子  

 

先日、天気が心配されましたが無事に親子遠足が実施できました。各学年、発達に応じ

た活動ができ、保護者の皆様も楽しんでいただけたのではないではないでしょうか。ご参

加いただき、ありがとうございました。  

 遠足の後、各学級では早速遠足の経験を生かした活動が見られました。  

 ちゅうりっぷ組は探検でたくさん見付けたタンポポ作り。先生と話しながら「いっぱ

いあったよね」「綿毛も見たんだよ」と嬉しそうに作りました。作ったタンポポは花束に

したり、飾ったり、部分的にではありますが遠足を再現したりして楽しみました。  

 さくら組は探検カードを持ち、園庭の中を自然探検。保護者の方と一緒に楽しんだよ

うに、オリエンテーリングを再現していました。カードを見ながら、自分たちが植えた

野菜の葉をよく見たり、触ったり、自分の気付きを友達と共有したりしていました。  

 すみれ組は友達と二人組になり、絵の具を使って大きな木を描きました。友達と力を

合わせると自分だけでは描けない大きな木を描くことができ、満足したり、達成感を得

たりする姿が見られました。  

 今回は遠足の経験を生かした活動を紹介しましたが、子どもたちは、日常の様々な場

面で経験したことを遊びに取り入れています。“楽しかった”“嬉しかった”“びっくりし

た”など、心を動かし、その心を動かした経験が原動力となり、幼稚園での遊びや活動

が広がっていきます。遊びが広がっていくと、さらにやってみようという意欲、もっと

知りたいという好奇心、自分はこんなにできたという自己肯定感など、さらに様々な感

情につながり、また遊びが広がっていく・・という素敵な循環が生まれます。  

 

６月も梅雨入りや水遊びなど、子どもたちの心を動かすことがたくさん待っています。

遠足のような共通体験はもちろん、日常の小さな出来事を見逃さず遊びに取り入れてい

けるよう、教員は日々環境を整え、保育を進めています。子どもたちがたくさん心を動

かし、遊び、またさらに心を動かし・・と、幼稚園での生活や遊びがより豊かになるよ

う努めて参ります。引き続き、幼稚園の教育にご理解とご協力をいただきますよう、よ

ろしくお願いいたします。  

 

 

 

 

 

 

経験を遊びに  

６月  園だより 

＜教育目標＞ ・元気に遊ぶ子ども 
・豊かに感じる子ども 

・考え工夫する子ども  

R７．５．３０  文京区立本駒込幼稚園  

 

タンポポ作り  自然探検  大きな木の描画  


